
２０１９年度 青雲会第２回幹事会 議事要旨 

2019.7.10 

青雲会事務局 

日 時 ２０１９年６月１２日（水）１８時３０分～２０時００分 

 大阪大学中之島センター ９階会議室１、２ 

出席者 ２２名（幹事２１名、事務局１名） [ 懇親会：交流サロンにて 16 名出席 ] 

 

【協議事項】 

（１） ２０１９年度総会について 

 西尾事務局長より、資料①～⑤に基づき７月２０日（土）に開催予定の青雲会総会 

の式次第および運営スケジュールについて説明があった。 

  確認事項は下記のとおり。 

   ・現在のところ参加申込人数は４１名 

   ・司会進行は第１部、第２部、第３部ともに菅副会長 

    ・三成副学長はご来賓扱いとしてリボン胸章を準備する。 

   ・総会の決議事項として「新幹事の選任」が新たに加わった。 

         （２０１８年７月の規約改正により） 

   ・２０１８年度の決算報告は内藤前会長にお願いする。（前例どおり） 

   ・懇親会の乾杯の発声は三成副学長にお願いする。 

   ・アトラクションのビンゴの景品の大学生協への買い出しを高橋先生にお 

願いする。 

   ・二次会の会場はオパールルーム。 

  片岡会長より、現時点での申込み人数は昨年同時点並みにはなっているが、９０名 

を目標に引き続き参加の働きかけをお願いしたいとの要請があり、総会実施案が承認

された。 

 

（２） 各プロジェクトチームの活動報告について 

１． 財務担当 PT 

  財務担当 PTについて西尾副会長より資料⑥に基づき活動報告がなされた。 

  財務健全化のため、支出の削減に取り組み、各方面への助成金の減額を検討す 

  る。本年度は①東京支部助成金を１５万円に減額、②名古屋支部助成金を５万 

円に減額、③ローヤリング助成金を１０万円に減額することが提案され、それ 

ぞれ承認された。 

  青雲懸賞論論文の賞金の減額も検討されたが、活発な協議の結果、次回幹事会 

  で改めて協議し、金額を決定することとなった。 

年会費の督促について、①７５歳以上の会員への督促を再開する、②昨年度効 

果が薄かった３０歳以下の若手会員への督促は実施不要なのでは、などの意見   

が出され、督促の時期に改めて検討することとなった。 

総会費の削減案としては大学内施設での開催を検討する、会報作成費の捻出案 

としては広告を掲載する、全般的な増収案として寄付を募る、など、収支改善 

のためのさまざまな案が出された。 

片岡会長から、収支予算案は前回の幹事会ですでに承認済みではあるが、昨年 

度収支がマイナス１２９万円であったこと、および、本年度の新入生の入会者 

数も芳しくなく、収入の目標額の達成は難しい見込みであることを本年度の総 



会で報告して、支出面での執行額の見直しについて理解を得たいとの説明があ 

った。 

 

２． 会員増強 PT 

会員増強 PT について西尾副会長より資料⑦に基づき今後の活動について説明

がなされた。片岡会長から、報告いただいた方向で検討して具体化に当たって

は幹事会で協議しながら進めて行きたいとの発言があった。 

また、出席者から、会報を郵送ではなくメールで送付してはどうかとの意見が

出された。 

会員のメールの登録率、現役学生に付与されるアドレスの卒業後の使用実態を

確認して、有用そうならば検討することとする。 

そのほか、若手会員が同窓会に関わるメリットをもっと押し出すべきだとの意

見や、４０代以降の中堅会員に重点を置くことも大事だという意見も出された。 

 

３． 交流促進 PT  

交流促進 PT ついて川村副会長より資料⑧に基づき活動報告があった。本年度

は、経済学部との交流を検討し、若手交流会については「働き方改革」をテー

マに講演会を実施する予定。片岡会長から、経済学部との交流については、費

用は受益者負担で企画を進めていってほしいとの要請があった。 

 

４． Web 管理 PT  

Web 管理 PT について、橋本副会長に代わり西尾事務局長および西尾副会長から

資料⑨⑩に基づき説明がなされた。 

セキュリティの関係上、青雲会ホームページからのクレジットカードでの入金

決済が９月２５日以降出来なくなる点については、その旨をホームページで告

知することとする。 

現在の会員管理システム（２００４年スタート）では、セキュリティやネット

環境の点で使用に耐えられなくなっていることから、システムを改定せざるを

得ない状況になってきている。２年前からの課題であった本案件であるが、個

人情報保護法にも対応したシステムを早急に検討する必要がある。 

      片岡会長から、次回幹事会で、絆コーポレーションの責任者から再構築の必要 

性を説明してもらい、納得できれば前に進むしかないとの見解が示された。そ 

のための原資としては別途積立金を取り崩すことになる。 

 

【報告事項】 

（１） ２０１８年度青雲会会計監査報告について 

  ２０１８年度青雲会会計監査報告について、西尾事務局長から資料⑪～⑭に基づ 

  き報告があった。 

 

（２） 第６４回青雲塾について 

     ６月２２日に開催予定の第６４回青雲塾について、松井副会長から資料⑮に基づ 

いて案内があった。 

     講師は三成賢次副学長。 

 



（３） 青雲キャリア支援基金２０１８年度会計監査報告 

  青雲キャリア支援基金２０１８年度会計監査報告について、山本副会長より資料 

  ⑯⑰に基づいて説明があった。 

 

（４） その他 

     川村副会長から、３０期・奥川さんより総会の時に三井住友トラスト VISA ゴール 

    ドカードの入会案内を配布させてほしいと依頼があったことが伝えられた。総会資 

料の中に入れるのではなく、別途しかるべきところに置かせてもらうこととなった。 

 

☆ 次回幹事会 ９月１１日（水）１８：３０～  

大阪大学中之島センター  ９階 会議室にて  

 幹事会終了後 懇親会 ９階 交流サロンにて 

                                                   以上 


